
広報かんまき　平成 28（2016）年 11月号1 表紙：まきっ子塾（上牧第三小学校）

平成27年度決算報告
●町民ひろば
●MOSAIC PLAZA 知る･募る･語る
●元気講座
　生活習慣を見直しましょう

●元気ガイド
●こちら消費生活相談室です
●図書館通信
●各種相談
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差し引き 翌年度への

特集

　
平
成
27
年
度
の
決
算
は
、一
般
会
計
で
は
、歳
入

八
十
五
億
五
千
百
六
十
七
万
円
と
な
り
、前
年
度

八
十
九
億
五
千
六
百
四
十
六
万
円
と
比
べ
る
と
、金
額

で
は
四
億
四
百
七
十
九
万
円
、割
合
に
し
て
、四
・
五
％

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
は
、八
十
二
億
千
七
百
十
一
万
円
で
前
年
度

の
八
十
五
億
九
千
二
十
九
万
円
と
比
べ
て
金
額
で
は

三
億
七
千
三
百
十
八
万
円
、割
合
に
し
て
四
・
三
％
の

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
入
か
ら
歳
出
を
引
く
と
三
億
三
千
四
百
五
十
六

万
円
が
残
り
、こ
の
中
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
お
金

八
千
三
百
六
十
三
万
円
を
引
く
と
二
億
五
千
九
十
三

万
円
が
残
り
ま
す
。こ
の
金
額
が
平
成
27
年
度
の
黒
字

額
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
は
、　
歳
入
に
つ
い
て
は
、地
方
消
費

税
交
付
金
や
地
域
活
性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支

援
の
た
め
の
交
付
金
、ま
た
、社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
に
伴
う
国
庫
支
出
金
が
増
と
な

り
ま
し
た
が
、前
年
度
と
比
べ
地
方
債
の
発
行
（
借
入

れ
）が
大
き
く
減
少
し
た
こ
と
で
、歳
入
総
額
は
、減
少

し
ま
し
た
。

　
歳
出
に
つ
い
て
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
減
や
将

来
の
公
債
費
負
担
の
軽
減
を
目
的
と
し
て
前
年
度
に

行
っ
た
繰
上
償
還
及
び
借
換
え
の
効
果
で
公
債
費
が

減
と
な
っ
た
こ
と
で
、
歳
出
総
額
も
減
少
し
ま
し
た
。

特
別
会
計
も
黒
字

　
国
民
健
康
保
険
、
下
水
道
な
ど
特
定
の
事
業
の
た

め
に
、
町
の
通
常
の
経
費
と
は
別
に
保
険
料
や
使
用

料
な
ど
の
特
定
の
収
入
に
よ
り
運
営
す
る
特
別
会
計

も
、
五
会
計
全
て
が
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。

企
業
会
計
も
黒
字

　
上
牧
町
の
公
営
事
業
と
し
て
水
道
事
業
が
あ
り
ま

す
。

　
地
方
公
営
企
業
法
の
適
用
を
受
け
、
水
道
料
金
の

収
入
（
事
業
収
益
）
に
よ
り
民
間
企
業
の
よ
う
に
運

営
を
行
っ
て
い
る
水
道
事
業
の
決
算
は
、
収
益
的
収

支
と
資
本
的
収
支
に
分
け
ら
れ
、
収
益
的
収
支
は
経

営
状
況
を
、
資
本
的
収
支
は
建
設
投
資
の
状
況
を
表

し
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算
報
告

今
年
も
全
て
の
会
計
で

　
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

MOSAIC PLAZA

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

特集

町
税
や
施
設
使
用
料
な
ど
、
町

が
自
主
的
に
調
達
で
き
る
お

金
。
平
成
27
年
度
は
全
体
の
約

3
分
の
1
で
す
。

国
県
か
ら
入
っ
て
く
る
お
金
や
借

入
金
な
ど
。
平
成
27
年
度
は
歳
入

の
約
3
分
の
2
と
な
り
、
国
や
県

の
決
定
に
左
右
さ
れ
ま
す
。

　
町
の
歳
入
は
、
町
税
の
ほ
か
地
方
交
付
税
や
国
・
県
か
ら
の
補
助
金

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
使
っ
て
様
々
な
事
業
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
歳
出
は
、
比
率
の
高
い
順
に
、
民
生
費
、
公
債
費
、
総
務
費
と
な
っ
て

い
ま
す
。

一
人
あ
た
り
九
万
四
千
円
の
税
負
担
で

　
　
三
十
五
万
四
千
円
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
！

（歳出は、目的ごとに区分したものと、性質ごとに区分したものの2種類のグラフがあります。）

■平成27年度歳入歳出決算

歳　入

歳　出

85億5,167万円

82 億1,711万円

平成27年度の一般会計歳入歳出決算の内訳は、下のグラフのとおりです。

依
存
財
源

自
主
財
源

国から入ってくる
使い道が自由なお金
（地方交付税）
26億2,585万円
（30.7%）

町民税、固定資産税など
（町税）

21億6,055万円
（25.3%）

町民一人あたりに
換算すると‥

税金

行政サービス

9万4千円

3 5万4千円

【 目的別 】 【性質別 】

庁舎管理などの役場運営
（総務費）

13億8,685万円
　（16.9%）

借入金の返済等
（公債費）

14億9,146万円　
（18.2%）

子ども・高齢者・障害者
などの福祉支援
（民生費）

22億6 , 5 5 5万円
（27 . 6%）

投
資
的
経
費

義
務
的
経
費

一
般
行
政
経
費

普通建設事業費
9億7,566万円
（11.9%）

人件費
15億8,992万円
　（19.3%）

借入金の返済
（公債費）

14億9,146万円
（18.2%）

繰入金・繰越金・使用料
・手数料ほか
10億9,540万円
（12.9%）

国・県から入ってくる使い
道が指定されているお金
（国県支出金）
15億3,562万円
（17.9%）

交付金ほか
4億7,945万円
（5.6%）

借入金
（町債）

6億5,480万円
（7.6%）

町議会運営・勤労者支援など
（議会費、労働費など）
1億6,372万円　
（2.0%）

消防・救急・防災活動など
（消防費）
3億878万円　
（3.8%）

道路・公園などの整備
（土木費）

6億3,949万円　
（7.8%）

健康増進やごみ処理など
（衛生費）

6億9,223万円　
（8.4%）

教育・文化の振興
（教育費）

12億6,904万円　
（15.4%）

積立金ほか
4億6,225万円
（5.6%）

補助金など
7億648万円
（8.6%）

物件費
9億730万円
（11.0%）

特別会計への支出
（繰出金）

9億3,551万円　
（11.4%）

児童手当など
（扶助費）

11億4,853万円
（14.0%）

町
民
ひ
ろ
ば

特
集

特集
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特集

■ 固定資産台帳整備事業　・・・　637万円
　 地方公共団体における行政改革の一つとして、国が示す統一的な
新基準に基づいて、固定資産台帳の整備を行いました。

■第 5次上牧町総合計画策定事業　・・・　617万円
　 平成 29年度を始期とする基本構想及び基本計画を職員で構成す
る「総合計画策定委員会」及び「専門部会」と学識経験者、議会
議員、各種団体の長、公募による町民で組織する「総合計画審議会」
で検討と審議を行い、平成 27 年度から概ね２か年の間で策定を
します。

■滝川における清らかな水辺の創造計画策定事業・・・127万円
　 滝川に親水機能を持たせたふれあいと憩いの場所を創り出すべ
く、平成 25年度に基礎調査（アンケート調査等）を実施し、平
成 26年度で同アンケート結果の検証と河川整備のための調査等
を経て策定した基本構想を踏まえ、平成 27 年度において、同計
画の基本計画部分を策定しました。

■地方人口ビジョン及び地方版総合戦略策定事業・・・806万円
　 上牧町の今後目指すべき将来の方向と人口の将来展望を示す「上
牧町人口ビジョン」及び、町民と行政とが連携して本町の人口減
少への対策に取り組むことを目指した「上牧町まち・ひと・しご
と創生総合戦略」を国・県の「長期ビジョン」、「総合戦略」や「上
牧町人口減少問題対策検討プロジェクトチーム報告書」等を勘案
し策定しました。

■地域福祉計画策定事業・・・307万円
　 地域福祉を推進するため、町民、関係機関、福祉サービス事業者
と行政が一体となり地域福祉計画を策定しました。

■乳幼児等医療費助成事業　・・・　4,468 万円
　 小学校６年生までの通院医療費助成を中学校３年生まで拡大し、
０歳から中学校３年生卒業までの入院及び通院に係る医療費の一
部負担金を除いた金額の助成を行いました。

■学童保育運営事業　・・・　2,534 万円
　 放課後、家庭において保護者の労働等により適切な保護を受ける
ことができない児童に対し、自由な学習、朗読、適当な運動など
の機会を与え、健康で良い習慣を身につけるよう保育を実施して
いますが、本年度から対象を拡大し、長期休業中のみ小学校４年
生から６年生の受け入れも開始しました。

■三小学童保育所増築工事　・・・　1,517 万円
　 待機児童の解消及び、長期休業中のみ小学校４年生から６年生ま
でを受け入れることによる増築であり、このことにより増加する
児童の保育に対処することができました。

■ 道路整備工事　・・・　7,167 万円
　 交通量の増加に伴い、道路の老朽化が進んでいる状況であり、損
傷状況や道路の利用頻度を踏まえて、補修工事を計画的に実施し
ています。

■つくも池貯留浸透事業　・・・　401万円
　 河川改修等の治水対策だけでは洪水を防ぐことが困難となってき
たため、一級河川葛下川流域におけるつくも池に治水容量を確保
することで、下流域への急激な流出を抑制し、被害の軽減を図りま
す。

■服部台明星線道路改良事業　・・・　4,984 万円
　 幹線道路を整備し、コミュニティ形成機能及び主要施設へのアク
セス性の強化と健全な市街地を形成することで、地域住民の利便
性・快適性の向上と交通の円滑化を図ります。

■小規模住宅地区道路改良事業　・・・　2,347 万円
　 北上牧南地区について、道路・緑地等が未整備な状況であり、消
防車等の緊急自動車がスムーズに通行できるような道路拡幅整備
や急傾斜地における安全な緑地化としての整備を行っています。

■避難行動要支援者啓発パンフレット作成事業　・・・　54万円
　 「避難行動要支援者名簿」を活用した実効性のある避難支援ができ
るように、地域の共助機能による支援の内容とその具体策等をま
とめました。また、共助力の向上を図ることを目的に手引きを作
成し、町民に配布しました。

■上牧中学校耐震補強及び大規模改修事業・・・2億 8,385 万円
　 上牧中学校の耐震化及び老朽化が著しいトイレ等の改修工事を行
いました。

■久渡古墳群公有化事業　・・・　２億 7,077 万円
　 平成 27 年 10 月に上牧久渡古墳群が国指定史跡となり、古墳群の
保存のため公有化を行いました。

■公共下水道事業　・・・　7,264 万円
　 北上牧の下水道未整備地区の一部において、管渠築造を実施、桜ヶ
丘地区においては、不良管路の改築を実施しました。また、片岡
台地区における下水道長寿命化計画を策定しました。都市計画道
路（服部台明星線）の整備に併せた管渠実施設計も実施しました。

■桜ヶ丘３丁目不断水仕切弁設置工事　・・・　264万円
　 当地区において非常に仕切弁の数が少なく緊急時等工事の際広い
範囲で断水が生じるため、極力最小限の断水とするため主要配水
管に仕切弁を設置しました。

■固定資産台帳整備事

総務費

■道路整備工事

土木費

■避難行動要支援者啓

消防費

■上牧中学校耐震補強

教育費

■公共下水道事業

下水道費

■桜ヶ丘３丁目不断水

水道費

■地域福祉計画策定事

民生費

平成 27年度
 　主な取り組み
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特集

○ 特定事業の実施や、財源不足のときに使う町の貯金

( 基金 ) は、前年度と比較して約１億円増加し、約

１７億６千万円 ( うち財政調整基金約１１億円 ) とな

りました。

※ 財政調整基金は災害等の緊急時に備える目的と、毎年

度の資金運用にも使用しています。

○  公営企業会計を含む町全体の借金 ( 町債 ) 残高

は、前年度と比較して約８億６千万円減少し、約

１７２億５千万円（一般会計約１３１億６千万円）と

なりました。

0  

5  

10  

15  

20  

（億） 基  金 

0  
20  
40  
60  
80  

100  
120  
140  
160  
180  
200  

（億） 町  債 
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特集

27

 

①実質赤字比率 ： 一般会計等の赤字の程度を指標化し、財政運営の深刻度を示します。

② 連結実質赤字比率 ： 一般会計等だけでなく、国民健康保険事業、介護保険事業などの特別会計 

や水道事業、下水道事業などの公営企業会計も含めた上牧町全体の赤字や黒字を合算し、上牧 

町の赤字の程度を指標化し、地方公共団体運営の深刻度を示します。

③ 実質公債費比率：一般会計等の公債費（借金の返済額）だけでなく、公営企業会計などの公債 

費に充てるための繰出金や葛城地区清掃事務組合、静香苑環境施設組合等に係る公債費に対す

る負担金なども含めた実質的な公債費の額の大きさを指標化し、資金繰りの危険度を示します。

④ 将来負担比率 ：地方公共団体の一般会計等の借入金（地方債）や将来支払っていく可能性のあ

る負担金などの現時点での残高の程度を指標化し、数値が大きくなるほど将来見込まれる負担

が大きく、将来の財政運営を圧迫する可能性の高さを示します。

平
成
27
年
度
　
　
健
全
化
判
断
比
率
　
・
　
資
金
不
足
比
率

　
平
成
19
年
6
月
、
財
政
破
綻
を
未
然
に
防
ぐ
事
を
目
的
に

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
健
全
化
に
関
す
る
法
律 

」
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
法
律
で
は
五
つ
の
財
政
指
標
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
指
標
が

基
準
値
を
超
過
し
た
と
き
に
は
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
計
画
策

定
や
地
方
債
の
発
行
制
限
な
ど
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

・ 資金不足比率 ： 公営企業の資金不足を、公営企業の事業規模である料金収入の規模と比較して

指標化し、経営状態の深刻度を示します。
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元
気
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元
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通
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町
民
ひ
ろ
ば

特
集

町民町民
ひ
ろ
ば

ひ
ろ
ば

Chomin Hiroba

　
年
末
に
向
け
、犯
罪
発
生
件
数
ゼ
ロ
を

目
指
す
防
犯
活
動
出
発
式
が
町
内
各
地
で

行
わ
れ
ま
し
た
。９
月
22
日
、ア
ピ
タ
西
大

和
店
駐
車
場
で
行
わ
れ
た
「
犯
罪
ゼ
ロ
・

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０
日
作
戦
」の
出
発
式

で
、川
口
洋
一
西
和
警
察
署
長
は
、「
み
な

さ
ん
の
防
犯
意
識
の
高
揚
が
大
切
、年
末

に
向
け
て
そ
れ
ぞ
れ
各
地
区
の
状
況
に

あ
っ
た
活
動
を
お
願
い
し
た
い
」と
あ
い

さ
つ
を
述
べ
、年
末
に
向
け
て
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

【
事
業
名
】　
電
柱
ポ
ス
タ
ー(

交
通
安
全

啓
発)

の
張
替
え
事
業

【
団
体
名
】　
西
大
和
６
自
治
会
連
絡
会
　

【
事
業
概
要
】　
６
自
治
会
管
内
の
生
活
道

路
に
お
け
る
交
通
事
故
・
交
通
犯
罪
の
予

防
を
目
的
に
、
運
転
者
及
び
住
民
に
向
け

た
注
意
喚
起
ポ
ス
タ
ー
を
ポ
イ
ン
ト
と
な

る
電
柱
に
掲
示
を
行
う
。

　
現
在
掲
示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー
は
10

年
を
経
過
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
色
あ

せ
、
破
損
が
著
し
い
ポ
ス
タ
ー
の
更
新
を

行
う
。
ま
た
、
更
に
注
意
喚
起
が
必
要
な

箇
所
に
つ
い
て
は
、
危
険
箇
所
の
洗
い
出

し
を
行
い
、ポ
ス
タ
ー
掲
示
の
拡
充
を
図
る
。

【
事
業
費
】　

　
２
８
０
，
０
０
０
円

 

（
う
ち
補
助
対
象
経
費
　
２
８
０
，
０
０
０
円
） 

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】　

　
１
５
０
，
０
０
０
円

　

【
事
業
名
】　
災
害
避
難
所
開
設
訓
練
・

子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
実
施
事
業

【
団
体
名
】　
災
害
避
難
所
開
設
訓
練
実
行

委
員
会
　

【
事
業
概
要
】　
平
成
28
年
８
月
20
日
、
21

日
に
上
牧
小
学
校
に
お
い
て
、
大
規
模
災

害
に
備
え
、
も
し
も
の
時
に
必
要
な
知
識

や
経
験
を
地
域
の
子
供
た
ち
が
大
人
と
一

緒
に
学
ぶ
た
め
の
「
災
害
避
難
所
開
設
訓

練
・
子
ど
も
サ
バ
イ
バ
ル
キ
ャ
ン
プ
」
を

実
施
す
る
。

【
事
業
費
】　

　
２
５
１
，
０
０
０
円

 

（
う
ち
補
助
対
象
経
費
　
２
５
１
，０
０
０
円
） 

【
補
助
金
交
付
決
定
額
】

　
１
５
０
，
０
０
０
円 

　

人
の「
目
」が
行
き
と
ど
く
地
域
に

各
地
で
防
犯
活
動
出
発
式

上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
公
募
型
補
助
金
の

交
付
団
体
を
決
定

( 西和地区防犯協議会・西和警察署共催 )
官民一体となって取り組む

(西大和６自治会連絡会主催 )
地域を歩き、「犯罪発生件数ゼロ」を呼びかける

(上牧町自治連合会主催 )
「みんなで築こう安心かんまき」をスローガンに
エイエイオーコールで士気を高める

　
今
年
度
の
上
牧
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
公
募
型
補
助
金
交
付
団
体
を
上
牧
町
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
公
募
型
補
助
金
審
査
判
定
委
員
会
に
よ
る
審
査
・
判
定
を
経
て
、
次
の
と
お
り

決
定
し
ま
し
た
。
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文
化
協
会
作
品
発
表
会

　
上
牧
町
文
化
協
会
で
は
、
中
央
公
民
館

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
役
場
で
作
品
の
発
表

会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
中
央
公
民
館
　

◎
11
月
６
日(

日)

か
ら
12
月
９
日(

金)

　
ま
で

・
水
墨
画
遊
楽
会(

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー)

・
先
山
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
火
・
日
曜
日(

陳

　
列
ケ
ー
ス)

★
役
　
場
　

◎
10
月
24
日(

月)

か
ら
12
月
16
日(

金)

　
ま
で

・
書
道
ク
ラ
ブ
遊
墨
会

　
各
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

　
は
中
央
公
民
館
ま
で
。

▼
問
合
先
　
中
央
公
民
館
　

　
　
　
　
　
☎
76
―
３
６
１
０

第
4
回
定
例
会
は

12
月
５
日
開
催
予
定

　
第
４
回
上
牧
町
議
会
定
例
会
は
、
12
月

５
日(

月)

の
午
前
10
時
か
ら
開
会
さ
れ

る
予
定
で
す
。
日
程
に
つ
い
て
は
、
12
月

１
日(

木)

午
前
10
時
開
催
予
定
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
ま
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
３
０
４
番

町
税
や
保
険
料
な
ど
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

　
11
月
は
、
固
定
資
産
税(

第
３
期)

と

国
民
健
康
保
険
税
、
後
期
高
齢
者
及
び
介

護
保
険
料(

第
５
期)
の
納
期
月
で
す
。

※
納
期
限
は
11
月
30
日(
水)

で
す
。

★
上
牧
町
で
は
、
奈
良
県
お
よ
び
県
内
７

市
町
の
協
働
で
、「
奈
良
県
市
町
村
税
納

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
委
託
業
者
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
よ
り
町
税
の
納
付
期
限
が
過
ぎ

て
も
納
付
の
確
認
が
取
れ
な
い
か
た
に
電

話
で
納
付
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
電
話
案
内
で
は
必
ず
「
奈
良
県
市

町
村
税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
○
○
で
す
」
と
名

乗
り
、
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
こ
と
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
金
融
機
関
名

や
口
座
番
号
を
指
定
し
、
振
込
み
を
指
示
す

る
よ
う
な
案
内
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
不
審

な
電
話
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
徴
収
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
す
で
に
金
融
機
関
な
ど
で
納
付
い
た
だ

い
た
場
合
で
も
、
入
金
の
確
認
が
で
き
る

ま
で
に
日
数
が
か
か
る
た
め
、
行
き
違
い

で
電
話
を
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

★
町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て

　
町
税
や
保
険
料
な
ど
の
納
付
は
、
み
な

さ
ん
自
身
が
自
主
的
に
納
期
限
ま
で
に
納

付
す
る
「
自
主
納
付
」
が
基
本
で
す
。
納

付
に
は
、
納
付
書
に
よ
り
納
付
場
所(

納

付
書
に
記
載)

で
納
め
る
方
法
と
、
口
座

振
替
に
よ
る
納
付
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
た
町
税
や
保
険
料
な
ど
に
は

納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
督
促
手
数
料
や
延

滞
金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
を
お
薦
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、
仕
事
の
都
合
や
家
庭
の
事
情
な

ど
で
納
期
限
ま
で
に
納
付
で
き
な
い
場
合

は
、
早
め
に
相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

★
納
付
は
便
利
な
口
座
振
替
で
！

▼
申
込
方
法
　
申
込
書
、
通
帳
、
届
出
印

　
鑑
を
持
っ
て
、
金
融
機
関
の
窓
口
で
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
手
続
き
完
了
ま
で
、
３
週
間
以
上
必
要

　
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
振
替
日
　
各
納
期
限
月
の
末
日(

末
日

　
が
休
日
・
祝
祭
日
の
場
合
は
、
翌
営
業
日
）

▼
問
合
先
　
徴
収
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
１
２
５
番

一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ

の
防
火
訪
問
を
行
い
ま
す

　
西
和
消
防
署
で
は
、
秋
季
火
災
予
防
運

動(

11
月
９
日
か
ら
15
日
）
の
行
事
の
一

環
と
し
て
、「
75
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し

宅
へ
の
防
火
訪
問
」
を
行
い
ま
す
。

　
住
宅
用
火
災
警
報
機
の
設
置
の
状
況
、

ま
た
火
の
取
り
扱
い
の
注
意
や
暖
房
機
器

の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
通
し
て
、
み
な
さ
ん

と
ふ
れ
合
う
な
か
で
防
火
意
識
を
高
め
て

い
た
だ
こ
う
と
思
い
ま
す
。

※
訪
問
職
員
は
「
消
防
公
務
証
」
を
携
帯

　
し
て
い
ま
す
。
不
審
な
場
合
は
、
提
示

　
を
求
め
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
西
和
消
防
署
予
防
課

　
　
　
　
　
☎
73
―
１
０
０
１

応
急
手
当
普
及
員
講
習
の

ご
案
内

　
応
急
手
当
普
及
員
講
習
を
開
催
し
ま
す
。

ー
応
急
手
当
普
及
員
と
は
ー

　
所
属
す
る
事
業
所(

デ
パ
ー
ト
、
ホ
テ

ル
、
駅
舎
な
ど
多
数
の
か
た
の
出
入
り
す

る
事
業
所)

の
従
業
員
や
防
災
組
織
な
ど

の
構
成
員
を
対
象
に
、
消
防
機
関
と
連
携

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ
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し
て
、
救
命
講
習
の
指
導
を
実
施
す
る
か

た
の
こ
と
で
す
。

▼
と
　
き
　
来
年
１
月
18
日(

水)

か
ら

　
20
日(
金)
ま
で
の
午
前
９
時
か
ら
午

　
後
５
時
ま
で(
３
日
間)

▼
と
こ
ろ
　
か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

　(

橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
番
地
の
１)

▼
申
込
期
間
　
12
月
１
日(
木)
か
ら
21

　
日(

水)

ま
で

▼
申
込
場
所
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
各

　
消
防
署
　

▼ 

申
込
方
法
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　http://w
w
w
.naraksk119.jp/

▼
問
合
先
　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
　
西

　
和
消
防
署
救
急
課
　
☎
73
―
１
０
０
１

上
牧
町
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の

委
託
業
者
変
更
の
お
知
ら
せ

　
上
牧
町
水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
業
務
の
委

託
業
者
が
、
11
月
１
日
か
ら
変
更
に
な
り

ま
す
。
交
換
員
は
統
一
さ
れ
た
制
服
を
着

用
し
、
上
牧
町
水
道
部
が
発
行
す
る
身
分

証
明
書
、
腕
章
を
装
着
し
て
い
ま
す
。
不

審
に
思
わ
れ
た
場
合
、
身
分
証
明
書
の
提

示
を
求
め
る
か
、
水
道
部
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
委
託
業
者
　

　
フ
ジ
地
中
情
報
株
式
会
社
　
大
阪
支
店

　
☎
０
６
―
６
３
０
５
―
６
８
５
１

▼
委
託
業
務
内
容

　
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
課(

上
水
道
係)

　
☎
76
―
４
５
９
９

歴
史
を
学
ぶ
講
座
開
講

　
古
墳
時
代
か
ら
飛
鳥
時
代
に
か
け
て
の

歴
史
に
つ
い
て
、
第
６
回
の
講
座
を
開
講

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
11
月
24
日
（
木
）
午
後
１
時

　
30
分
か
ら
４
時
ま
で(

雨
天
中
止)

▼ 

と
こ
ろ
　
上
牧
久
渡
古
墳
群
な
ど
、
現

地
見
学

▼
集
合
場
所
　
役
場
西
館
３
階
　
集
会
室

▼
集
合
時
間
　
午
後
１
時
30
分(
時
間
厳
守)

▼
講
　
師
　
関
川
尚
功
（
上
牧
町
教
育
委

　
員
会
　
文
化
財
専
門
員
）

▼
対
　
象
　
町
内
在
住
の
か
た

▼
定
　
員
　
先
着
80
名

▼
費
　
用
　
無
料

▼
申
込
方
法
　
11
月
４
日(

金)

か
ら
11

　
日(

金)

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
ま
で
に
社
会
教
育
課
ま

　
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
・
Ｆ

　
Ａ
Ｘ
受
付
可
。

▼
そ
の
他
　
当
日
午
前
10
時
の
時
点
で
奈

　
良
県
北
西
部
の
降
水
確
率
が
50
％
以
上

　
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。
役
場
か
ら
現

　
地
ま
で
徒
歩
で
行
き
ま
す
の
で
、
動
き

　
や
す
い
服
装
・
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
開
催
時
に
起
こ
っ
た
事
故
・
疾
病
な
ど

　
に
つ
い
て
の
応
急
処
置
は
行
い
ま
す
が
、

　
そ
の
後
の
責
任
に
つ
い
て
は
負
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先
　
社
会
教
育
課
　

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
５
１
６
番

　
　
　
　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
76
―
１
１
９
９

〜
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
〜

　
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
は
少
量
の
採
血
で

血
液
検
査
を
行
い
、
検
査
結
果
は
数
週
間

で
わ
か
り
ま
す
。
た
だ
し
、
感
染
直
後
は

3
か
月
く
ら
い
正
確
な
結
果
が
出
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
者
　

①
今
年
度
40
歳
に
な
る
か
た

②
今
年
度
、満
41
歳
以
上
と
な
る
か
た
で
、

　
過
去
に
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
を
受
け
た

　
こ
と
が
な
い
か
た

③
特
定
健
診
で
、
肝
機
能
の
数
値
に
異
常

　
が
あ
っ
た
か
た

▼
受
診
期
間
　
11
月
30
日(

水)

ま
で

▼
受
診
方
法
　

①
生
き
活
き
対
策
課
窓
口
に
身
分
証
明
書

　
を
持
参
し
て
下
さ
い
。
問
診
票
な
ど
必

　
要
書
類
を
お
渡
し
し
ま
す
。

②
事
前
に
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
て
、
必

　
要
書
類
お
よ
び
健
康
保
険
証
を
持
参
し

　
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
40
歳
、
45
歳
、
50
歳
、
55
歳
、

　
60
歳
に
な
る
か
た
に
は
受
診
の
案
内
と

　
問
診
票
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
そ
の

　
か
た
は
、直
接
医
療
機
関
へ
予
約
を
し
、

　
必
要
書
類
お
よ
び
健
康
保
険
証
を
持
参

　
さ
れ
る
こ
と
で
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

　
ま
す
。

▼
費
　
用
　
５
０
０
円(

75
歳
以
上
の
か

　
た
は
２
５
０
円
、
生
活
保
護
世
帯
の
か

　
た
は
無
料
で
受
診
で
き
ま
す
）

〜
歯
周
疾
患
検
診
〜

▼
対
象
者

①
今
年
度
40
歳
か
ら
70
歳
に
な
る
か
た

②
妊
娠
し
て
い
る
か
た

▼
受
診
期
間
　
来
年
3
月
31
日（
金
）ま
で

▼
受
診
方
法
　
上
牧
町
・
王
寺
町
内
の
指

　
定
の
歯
科
医
院
に
上
牧
町
の
歯
周
疾
患

　
検
診
を
受
診
す
る
こ
と
を
伝
え
て
予
約

　
を
し
て
く
だ
さ
い
。
妊
娠
し
て
い
る
か

　
た
は
妊
娠
何
週
で
あ
る
か
を
伝
え
て
く

　
だ
さ
い
。

▼
費
　
用
　
無
料

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
!!
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※
コ
ン
ビ
ニ
の
統
廃
合
な
ど
に
よ
り
名
称

が
変
更
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
の
ご
注
意

★
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字
が
無
い
場
合
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

★
納
付
書
の
バ
ー

コ
ー
ド
部
分
が
汚
れ

た
り
、
破
れ
た
り
し

て
い
る
納
付
書
は
、

コ
ン
ビ
ニ
で
は
納
付

で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

★
１
件
30
万
円
を
超

え
る
納
付
書
は
コ
ン

ビ
ニ
で
は
納
付
で
き

ま
せ
ん
。

★
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付

し
た
際
に
は
、
納
付

書
か
ら
切
り
離
さ
れ

た
押
印
済
み
の
「
上

下
水
道
料
金
納
入
通

知
書
兼
領
収
書
」
ま

た
は
「
下
水
道
使
用

料
納
入
通
知
書
兼
領

収
書
」
と
「
レ
シ
ー

ト
」
の
両
方
を
必
ず

受
け
取
り
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

「
レ
シ
ー
ト
」
は
、

コ
ン
ビ
ニ
店
舗
を
通

　
本
年
11
月
か
ら
、
上
下
水
道
料
金
が
全

国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　
曜
日
や
時
間
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
、
手
数
料
も
不
要
で

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
本
年
11
月
よ
り
前
に
送
ら
れ
て

き
て
い
る
、
お
手
持
ち
の
納
付
書
に
つ
い

て
は
、
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ

　
納
付
が
可
能
な
コ
ン
ビ
ニ
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　
エ
ブ
リ
ワ
ン
、
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店
、
く
ら

し
ハ
ウ
ス
、
コ
コ
ス
ト
ア
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ト
ア
、
サ
ー
ク
ル
Ｋ
、
サ
ン
ク

ス
、ス
パ
ー
（
北
海
道
）、ス
リ
ー
エ
イ
ト
、

ス
リ
ー
エ
フ
、生
活
彩
家
、セ
イ
コ
ー
マ
ー

ト
、
セ
ー
ブ
オ
ン
、
セ
ブ
ン
‐
イ
レ
ブ
ン
、

タ
イ
エ
ー
、デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
、ニ
ュ
ー

ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
、
ハ
セ
ガ
ワ

ス
ト
ア
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト
、
ポ
プ
ラ
、

ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ
、
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ

リ
ー
ス
ト
ア
ー
、
ロ
ー
ソ
ン
、
ロ
ー
ソ
ン

ス
ト
ア
100
　（
全
国
の
各
店
舗
）

よ
り
便
利
に

コ
ン
ビ
ニ
で
上
下
水
道
料

金
が
納
付
で
き
ま
す

し
た
重
要
な
証
拠
と
な
り
ま
す
。

★
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
各
社
と
の
取
り
決

め
に
よ
り
、
ホ
ッ
チ
キ
ス
で
と
め
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

★
片
岡
台
地
区
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
水

道
使
用
料
の
み
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
先
　
上
下
水
道
課

　
　
　
　
　
上
水
道
係
☎
76
―
４
５
９
９

　
　
　
　
　
下
水
道
係
☎
71
―
５
２
３
４



広報かんまき　平成 28（2016）年 11月号11

町
民
ひ
ろ
ば

特
集

元
気
講
座

元
気
ガ
イ
ド

図
書
館
通
信

MOSAIC PLAZA

Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺

疾
患)
予
防
後
援
会
＆
肺
年

齢
測
定
会
開
催(

無
料)

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

と

は
、
放
置
す
る
と
呼
吸
が
う
ま
く
で
き
な

く
な
る
病
気
で
す
。
せ
き
や
た
ん
、
息
切

れ
な
ど
を
「
年
の
せ
い
」「
た
ば
こ
を
吸
っ

て
い
る
か
ら
」
な
ど
と
思
っ
て
い
る
人
が

多
い
で
す
が
、
そ
れ
は
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
に

つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き
　
来
年
１
月
22
日(

日)

午
後

　
１
時
か
ら
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
香
芝
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
多
目
的
室

▼
内
　
容
　

【
肺
年
齢
測
定
会(

肺
機
能
測
定)

】

　
現
在
喫
煙
者
の
う
ち
希
望
す
る
県
民
　
40
名

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

【
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ
予
防
講
演
会
】

　
テ
ー
マ
　
〜
肺
の
生
活
習
慣
病
〜

　
Ｃ
Ｏ
Ｐ
Ｄ(

慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患)

を

　
ご
存
知
で
す
か
？

　
講
師
　
木
村
　
弘
さ
ん(

公
立
大
学
法

　
人
奈
良
県
立
医
科
大
学
内
科
学
第
二
講

　
座
教
授)

▼
申
込
方
法
　
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
電
話
で
住
所
、

　
名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
、
来
年
１

　
月
10
日(

火)

ま
で
に
お
申
し
込
み
く

　
だ
さ
い
。

※
な
お
、
肺
年
齢
測
定
希
望
の
か
た
は
、

　
喫
煙
年
数
、
１
日
喫
煙
本
数
に
つ
い
て

　
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
・
申
込
先
　
奈
良
県
中
和
保
健
所

　
健
康
増
進
課
　
健
康
づ
く
り
推
進
係

　
☎
０
７
４
４
―
48
―
３
０
３
４

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
４
―
47
―
２
３
１
５

さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

▼
と
　
き
　
12
月
３
日(

土)

　
午
前
８
時

　
役
場
前
に
集
合(

時
間
厳
守)

※
雨
天
中
止
（
中
止
の
場
合
は
電
話
連
絡

し
ま
す
）

▼
と
こ
ろ
　
生
駒
山
麓
公
園
コ
ー
ス(

生

　
駒
駅
↓
宝
山
寺
↓
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
↓
生
駒
市
芸
術
会
館
↓
生
駒
駅
約
7.7
㎞)

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
か
た

▼
募
集
人
数
　
先
着
26
名(

参
加
人
数
が

　
10
名
未
満
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す)

▼
持
ち
物
　
着
替
え
、
弁
当
、
合
羽
、
水

　
筒
な
ど
、
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

▼
費
　
用
　
無
料(

保
険
料
97
円
が
必
要)

※
開
催
時
に
お
こ
っ
た
事
故
・
疾
病
な
ど

　
に
つ
い
て
の
応
急
措
置
は
行
い
ま
す
が
、

　
そ
の
後
の
責
任
に
つ
い
て
は
負
い
ま
せ
ん
。

▼ 

申
込
方
法
　
11
月
８
日(

火)

か
ら
16

日(

水)

ま
で
に
、社
会
教
育
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
係
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま

す
。
電
話
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先
　
社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　
係(

第
一
体
育
館
内
　
月
曜
休
館
日)

　
☎
78
―
０
１
１
８

高
齢
者
の
集
い
開
催

　
健
康
上
牧
21
計
画
の
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

で
は
、
高
齢
者
が
一
同
に
会
し
大
勢
の
人

と
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
す
る
こ
と
に
よ
り

元
気
で
楽
し
く
自
立
し
た
日
常
生
活
が
送

れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ
の
交
流
の
場
と

し
て
「
高
齢
者
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
12
月
７
日(

水)

午
後
１
時

　
30
分
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館 

多
目
的
室

▼
内
　
容
　

☆
健
康
講
話

　「
健
康
寿
命
と
お
口
の
機
能
の
関
係
に
つ

　
い
て
」
〜
老
後
を
元
気
で
楽
し
く
暮
ら
す
に
は
〜

　
講
師
　
赤
塚
慶
子
さ
ん(

歯
科
衛
生
士)

☆
サ
ッ
ク
ス
演
奏

　
楠
本
圭
亮
さ
ん(

葛
城
台)

　
＊
愛
の
ま
ま
で
　
＊
悲
し
い
色
や
ね

　
＊
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
　

　
＊
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
　

　
＊
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
・
イ
ン
・
ア
ッ
パ
ー
・

　
ウ
ェ
ー
ス
ト

☆
講
談
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
奈
良
講
談

　
　
　
　「
中
将
姫
物
語
」

☆
歌
の
コ
ー
ナ
ー

　
講
談
師
　
川
本
三
栄
子
さ
ん

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
シ
ニ
ア
の
か
た

▼
主
　
催
　
健
康
上
牧
21
計
画
高
齢
グ
ル
ー

　
プ
実
行
委
員
会

▼
後
　
援
　
上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会

▼
申
込
方
法
　
11
月
17
日(

木)

ま
で
に
生

　
き
活
き
対
策
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
地
区

　
ク
ラ
ブ
会
長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

訂
正
し
て
、
お
わ
び
し
ま
す
す

10
月
号
広
報

▼ 

２
頁
　『
平
成
28
年
　
上
牧
町
タ
ウ
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
報
告
』
の
《
ご
み
中
継

施
設
建
設
と
ご
み
処
理
広
域
化
に
つ
い

て
》
の
中
で
、
山
辺
・
県
北
西
部
広
域

環
境
施
設
組
合
と
あ
る
の
は
、
山
辺
・

県
北
西
部
広
域
環
境
衛
生
組
合
の
間
違

い
で
し
た
。
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地
域
の
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
に
、「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
ま
す
。「
健
康
・
医
療
・
介
護
」
を
テ
ー

マ
に
、
専
門
家
に
よ
る
基
調
講
演
、
知
事
、

市
町
村
長
が
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

に
よ
り
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
11
月
23
日(

水
・
祝)

午
前
９

　
時
30
分
か
ら
11
時
30
分
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
河
合
町
立
文
化
会
館

▼
対
象
者
　
県
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
か
た

▼
定
　
員
　
４
０
０
名

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
な
り
ま

　
す
。
参
加
が
決
定
し
た
か
た
に
は
参
加

　
票
を
発
送
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
　
郵
送
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
名
前(

ふ

　
り
が
な)

、
住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

　
番
号
、「
第
４
回
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加

　
希
望
」
と
記
入
し
、
11
月
15
日(
火)

　
必
着
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
奈
良
県
総
務
部
知
事
公
室
政

　
策
推
進
課
「
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
担
当

　
〠
６
３
０
―
８
５
０
１

　
奈
良
市
登
大
路
30
番
地

　
☎
０
７
４
２
―
27
―
８
４
７
２

　
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
４
２
―
22
―
８
０
１
２

　http:w
w
w
.pref.nara.jp/32939.htm

　
上
牧
町
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
上
牧

町
第
５
次
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
４

月
に
制
定
し
た
「
上
牧
町
ま
ち
づ
く
り
基

本
条
例
」
の
基
本
理
念
を
基
に
、
将
来
の

目
指
す
姿
を
明
ら
か
に
し
、
総
合
的
か
つ

計
画
的
な
行
政
運
営
を
行
う
た
め
の
計
画

を
制
定
す
る
に
あ
た
り
、
町
民
の
み
な
さ

ん
と
こ
の
計
画
の
理
解
を
深
め
、
将
来
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
12
月
３
日(

日)

午
前
９
時
か
ら

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
　
２
階
　

　
　
　
　
　
多
目
的
室

▼
内
　
容

・
基
調
講
演

　
テ
ー
マ
「
人
口
減
少
時
代
に
お
け
る
総

　
合
計
画
の
あ
り
方
に
つ
い
て
」

　
講
師
　
鶴
谷
将
彦
さ
ん(

奈
良
県
立
大

　
学
地
域
創
造
学
部
講
師
）

・
総
合
計
画(

案)

の
概
要
説
明

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
　

　
テ
ー
マ
「
こ
れ
か
ら
の
上
牧
町
に
つ
い

　
て
考
え
よ
う
」

▼
問
合
先
　
政
策
調
整
課

　
　
　
　
　
役
場
内
線
２
３
８
番

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進

月
間
で
す
!!

　
児
童
虐
待
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き

問
題
で
す
。

★
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
★

　
１
８
９
（
２
４
時
間
対
応
）

※
電
話
は
お
住
ま
い
の
地
域
の
児
童
相
談

　
所
に
つ
な
が
り
ま
す
。
連
絡
は
匿
名
で

　
行
う
こ
と
も
可
能
で
す
。
連
絡
者
・
連

　
絡
内
容
に
関
す
る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

▼
問
合
先
　
福
祉
課

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
１
４
６
番

ス
タ
イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
を

開
放
し
ま
す

　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
で
は
、
多
く
の
み
な

さ
ん
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ス
タ

イ
ン
ウ
ェ
イ
ピ
ア
ノ
の
開
放
を
し
ま
す
。

観
覧
自
由
で
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
11
月
26
日(

土)

・
27
日(

日)

　
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル

▼
募
集
期
間
　
11
月
５
日(
土)

か
ら
13
日

　(

日)

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
申
込
方
法
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所

　
受
付
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
各
日
先
着
10
組
ず
つ
に
な
り
ま
す
。

※
出
演
希
望
時
間
の
指
定
、
電
話
で
の
申

　
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
問
合
先
　
ペ
ガ
サ
ス
ホ
ー
ル
事
務
所
　

　(

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
・

　
月
曜
休
館
日)

　
☎
78
―
９
９
０
０

全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

開
設(

無
料)

　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
を
は
じ

め
と
し
て
、
職
場
等
で
の
セ
ク
シ
ュ
ア
ル

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
わ
る
問
題
全
般
に
つ
い

て
、
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務
局
職
員
が

秘
密
厳
守
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
　
き
　
11
月
14
日(

月)

か
ら
20
日

　（
日)

ま
で
の
平
日
午
前
８
時
30
分
か

　
ら
午
後
７
時
ま
で
と
、
土
・
日
の
午
前

　
10
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

▼
対
象
者
　
県
内
在
住
の
女
性

▼
相
談
員
　
人
権
擁
護
委
員
お
よ
び
法
務

　
局
職
員

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

　
☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

　（
Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可
）

上
牧
町
第
５
次
総
合
計
画

(
案)
に
関
す
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

第
４
回
　

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催
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公
園

▼
対
象
者
　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
か

　
た

▼
参
加
費
　
２
０
０
円

▼
競
技
内
容
　
男
女
混
合
４
名
で
チ
ー
ム

　
を
編
成
し
、
公
園
内
で
ゲ
ー
ム
や
ク
イ

　
ズ
を
し
、
全
員
の
得
点
を
競
う
団
体
競

　
技
。
約
３
㎞
程
度
の
コ
ー
ス
を
ウ
ォ
ー

　
ク
し
な
が
ら
途
中
観
察
ク
イ
ズ
や
ゲ
ー

　
ム(

数
ヵ
所)

の
得
点
と
ス
タ
ー
ト
か
ら

　
ゴ
ー
ル
ま
で
の
所
要
タ
イ
ム(

隠
し
タ

　
イ
ム
近
似
値
を
競
う)

の
得
点
を
合
計

　
し
た
総
合
点
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

▼
表
彰(

団
体
表
彰)

　
優
勝
・
準
優
勝
・

　
３
位
・
４
位
・
５
位

▼
申
込
方
法
　
男
女
混
合
４
名
チ
ー
ム
と

　
し
て
、
11
月
10
日(

木)

ま
で
に
生
き
活

　
き
対
策
課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
は
、
地
区
ク
ラ

　
ブ
会
長
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　
生
き
活
き
対
策
課

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０

　
来
年
度
の
保
育
所
入
所
園
児
を
募
集
し

ま
す
。

▼
入
所
基
準
　
保
育
所
に
入
所
で
き
る
基

　
準
は
、児
童
の
保
護
者(
同
居
の
親
族)

　
が
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
こ
と
に

　
よ
り
児
童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

　
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
よ
り
ま
す
。

☆
１
か
月
に
お
い
て
、
64
時
間
以
上
労
働

　
す
る
こ
と
を
常
態
と
す
る
こ
と
。

☆
妊
娠
中
で
あ
る
か
ま
た
は
出
産
後
間
が

　
な
い
こ
と
。

☆
疾
病
に
か
か
り
、
も
し
く
は
負
傷
し
、

　
精
神
ま
た
は
身
体
に
障
が
い
を
有
し
て

　
い
る
こ
と
。

☆
同
居
の
親
族(

長
期
間
入
院
な
ど
を
し

　
て
い
る
親
族
を
含
む)

を
常
時
介
護
ま

　
た
は
看
護
し
て
い
る
こ
と
。

☆
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の
他
の
災
害

　
の
復
旧
に
当
た
っ
て
い
る
こ
と
。

☆
求
職
活
動(

起
業
の
準
備
を
含
む)

を
継

　
続
的
に
行
っ
て
い
る
こ
と
。

☆
就
学(

職
業
訓
練
を
含
む)

☆
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
な

　
ど
、
社
会
的
養
護
が
必
要
な
場
合
。

☆
育
児
休
業
取
得
時
に
す
で
に
保
育
を
利

　
用
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
て
、
継
続
利

　
用
が
必
要
で
あ
る
こ
と
。

☆
そ
の
他
、
町
長
が
定
め
る
事
由
。

※
年
度
途
中
で
も
福
祉
課
に
て
随
時
受
付

　
し
て
い
ま
す
。
定
員
に
余
裕
の
あ
る
場

　
合
は
入
所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
対
　
象
　
本
年
９
月
30
日
以
前
に
生
ま

　
れ
た
乳
幼
児

※
西
大
和
黎
明
保
育
園
・
や
ま
び
こ
保
育

　
園
で
は
生
後
３
ヶ
月
か
ら

▼
募
　
集
　
各
年
齢
若
干
名(

保
育
所
に

　
よ
り
人
数
が
異
な
り
ま
す)

▼
受
付
期
間
　
11
月
７
日(

月)

か
ら
30
日

　(
水)

ま
で

▼
問
合
先
　
福
祉
課
　
児
童
家
庭
係

　
　
　
　
　
☎
役
場
内
線
１
４
４
番

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
に
参

加
し
ま
せ
ん
か
!!

　
上
牧
町
シ
ル
バ
ー
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

は
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
、
健
康

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、「
シ
ル
バ
ー
連

合
第
５
回
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。

　
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
頭
と
体
の
健
康
づ

く
り
に
、
ふ
れ
あ
い
交
流
を
通
じ
て
の
仲

間
づ
く
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

▼
と
　
き
　
11
月
17
日(

木)

午
前
10
時

　
か
ら
午
後
３
時
ま
で

※
雨
天
順
延
・
11
月
18
日(

金)

▼
と
こ
ろ
　
河
合
町
佐
味
田
　
馬
見
丘
陵

ペガサスホール　11月の催しのご案内 
日 催し名 開演時間 終演（予定） 入場方法 問合先

１日（火）
２日（水） 文化協会舞台発表 １０時 １６時 一般（無料） ペガサスホール

☎７８－９９００

３日（木） 一般の部・劇団ペガサス
舞台発表 １０時３０分 １６時 一般（無料） ペガサスホール

☎７８－９９００

２６日（土）
２７日（日） スタインウェイピアノ開放 １０時 １６時 一般（無料） ペガサスホール

☎７８－９９００

上牧町上牧３２４１　　☎　７８－９９００　　FAX　７８－９９０９　　問合時間　午前９時～午後５時
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）　　年末・年始（12/29～1/5）

来
年
度
入
所
の
保
育
園
児

募
集

募
　
集

募
　
集



14広報かんまき　平成 28（2016）年 11月号

　日本人の平均寿命は男性が 80.21 歳、女
性が 86.61 歳（2015 年）と過去最高となり
ましたが、健康寿命※は男性が 71.19 歳、
女性が 74.21 歳となっています。平均寿命
と健康寿命の差は「不健康な期間」で日常生
活に様々な制限が出てきます。男性 9年、
女性 12年の不健康な期間があるというこ
とになります。この期間が長くなると本人
および家族の生活の質（ＱＯＬ）が低下する
ことになるので不健康な期間を生み出さな
いようにしたいものです。生活習慣病を予
防することが、まず第１歩です。特定健康
診査は生活習慣病予防を目的として実施し
ており、特定健康診査からわかることがあ
ります。

①肥満がわかる⇒身長と体重から計算する
ＢＭＩ（肥満度）
腹囲が男性 85㎝以上、女性 90㎝以上の場
合は内臓脂肪型肥満と判断（りんご型肥満）
内臓脂肪がなぜいけないかというと血圧や
血糖値を上げてしまいます。
②高血圧がわかる⇒血圧測定
高血圧は、血管に負担がかかるため、血管
の内側が傷ついたり血管が硬くなったりと
動脈硬化を促進します。脳卒中や心筋梗塞、
慢性腎臓病（ＣＫＤ）を引き起こす可能性が
でてきます。
③血液のドロドロがわかる⇒中性脂肪、
ＨＤＬ（善玉コレステロール）、ＬＤＬ（悪
玉コレステロール）
中性脂肪が高いと、ＨＤＬ（善玉）が減って
ＬＤＬ（悪玉）が増える環境を作りだしま

す。ＨＤＬ（善玉コレステロール）が低いと、
ＬＤＬの回収がうまくいきません。ＬＤＬ
は（悪玉コレステロール）動脈硬化を促進し
ます。
④糖尿病がわかる⇒空腹時血糖、ヘモグロ
ビンＡ１ｃ
糖尿病は、自覚症状がありません。放置し
ておくと失明、人工透析、脚の切断等日常
生活が不自由になる可能性もあります。た
とえ糖尿病がみつかっても、血糖コント
ロールを行うことで上手に病気と付き合え
ます。
⑤腎臓の機能がわかる⇒クレアチニン、
尿酸、ｅＧＦＲ
腎障害や腎機能の低下が３か月以上続くこ
とを慢性腎臓病（ＣＫＤ）といい、肥満や高
血圧、糖尿病の影響を受けます。
⑥肝機能がわかる⇒ＧＯＴ，ＧＰＴ，γ-GTP
ウイルス性肝炎または、アルコールの長期
摂取や脂肪肝などの生活習慣病がわかり、
放置すると、肝炎⇒肝硬変⇒がんとなる危
険性があります。
　
　その他、貧血や心電図検査もあります。
特定健康診査の受診期間は、来年 1月末日
となっております。
　ぜひ、自分の身体を知る為に特定健康診
査を受診し、生活習慣を見直しましょう。

※健康寿命とは、人の寿命における健康上の問
題で日常生活が制限されることなく生活できる
期間

〜
生
活
習
慣
を
見
直
し
ま
し
ょ
う
〜

元気 講座

認
知
症
高
齢
者
等
見
守
り
支

援
台
帳
へ
の
登
録
を
募
集
し

て
い
ま
す
！

　
認
知
症
に
な
っ
て
も
本
人
の
意
思
が
尊

重
さ
れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
環
境

で
暮
ら
し
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
町
内
に
在
住

す
る
認
知
症
高
齢
者
で
行
方
不
明
の
恐
れ

の
あ
る
か
た
を
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に

台
帳
を
整
備
し
ま
す
。
台
帳
登
録
を
希
望

さ
れ
る
か
た
、
ま
た
そ
の
家
族
の
か
た
は

ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
登
録
に
は
、
本
人

の
身
分
証
明
証
、写
真
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
と
　
き
　
随
時
　
平
日
午
前
８
時
30
分

　
か
ら
午
後
５
時
30
分
ま
で

※
土
、
日
、
祝
日
、
12
月
29
日
か
ら
１
月

　
３
日
を
除
く
）

▼
と
こ
ろ
　
２
０
０
０
年
会
館
内
　

　
　
　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

▼
費
　
用
　
無
料

▼
問
合
先
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
生
き
活
き
対
策
課
）

　
　
　
　
　
☎
79
―
２
０
２
０
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★乳児相談
と　き：11月８日（火）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
対象者： １歳になるまでの乳児と

保護者
内　容： 計測、相談（育児・発達・離

乳食など）午後２時から２
時15分は交流会を行いま
す（ふれあい遊び、保護者
の交流）。交流会の時間は、
計測を一時中断します。

持参品：母子健康手帳

★幼児相談
と　き：11月 25日（金）
　　　　 午前９時から 11 時 30

分まで受付
対象者： １歳から就学前までの幼

児と保護者
内　容： 計測、相談（食事・子育

てなど）
持参品：母子健康手帳

★成人健康相談
と　き：11月 25日（金）【要予約】
　　　　 午前９時から 11 時 30

分までと午後１時 30 分
から４時まで受付

内　容： 糖尿病・高血圧・高脂血症・
　　　　 禁煙・生活習慣を改善し

たいかたなど、何でもお
気軽にご相談ください。

★ささゆりルーム相談日
乳幼児・成人健康相談
と　き： 11 月 15 日（火）
　　　　 午前 10 時から 11 時 30

分まで受付
　　　：11月 25日（金）
　　　　 午後１時 30 分から３時

まで受付
内　容： （乳幼児）計測・育児や発

達についてなど
　　　　 （成人）糖尿病・高血圧・

高脂血症・禁煙・生活習
慣病を改善したいなど

ところ： アピタ１階　
　　　　ささゆりルーム

★認知症相談
と　き：11月 16日（水）
　　　　 午後 1 時 30 分から３時

30分まで

相　談
ところ：相談室 1
申込方法： 電話か生き活き対策課窓口

へお申込みください。当日
でも相談できますが、お待
ちいただくかもしれませ
ん。ご了承ください。

対象者には個人通知します。
★乳児（３・10か月児）健康診査
３か月児
と　き：11月 10日（木）
　　　： 午後１時から１時 30 分ま

で受付
対象者： 平成 28 年７月９日から８

月５日生まれ
10 か月児
と　き：11月 10日（木）
　　　　時間は個人通知します
対象者： 平成 27 年 12 月 14 日か

ら平成 28 年１月 10 日生
まれ

★３歳児健康診査
と　き： 11 月 17 日（木）
　　　　 午後１時から１時 30 分ま

で受付
対象者： 平成 25 年３月 25 日から

５月 31日生まれ

★２歳児歯科検診
と　き： 11 月 24 日（木）
　　　　 午前９時から９時 30 分ま

で受付
対象者： 平成 26 年６月 11 日から

９月 10日生まれ
受診できないかたは、満３歳の誕生
日前までなら、次回以降でも受診す
ることができます。

★乳がん・子宮がん検診(集団)
乳がん・子宮がん検診
◎乳がん、子宮がん検診のどちらか
　を受診のかた
と　き： 11 月 19 日（土）
　　　　①午後１時から１時３０分
　　　　　まで
　　　　②午後２時３０分から３時
　　　　　まで
◎乳がん、子宮がん検診の両方を受
　診のかた

と　き： 11 月 19 日（土）
　　　　①午後１時３０分から２時
　　　　　３０分まで

◎乳がん検診
と　き： 11 月 30 日（水）
　　　　 ①午後１時から１時３０分
　　　　　まで
　　　　②午後１時３０分から２時
　　　　　まで
　　　　③午後２時３０分から３時
　　　　　まで
　　　　④午後３時から３時３０分
　　　　　まで
ところ：保健福祉センター
　　　　集団検診室
対象者： 《乳がん》40 歳以上（1976

年 12 月 31 日以前生まれ）
で誕生年が西暦偶数年生ま
れのかた

　　　　《子宮がん》20歳以上 (19
　　　　96年 12月 31 日以前生ま
　　　　れ）で誕生年が西暦偶数年
　　　　生まれのかた
検査方法：《乳がん》視触診・マンモグ
　　　　ラフィ
　　　　《子宮がん》頸部細胞診・内
　　　　診
定　員：先着順【要予約】
11月 19日（土）乳がん　　50名
　　 　　　　　子宮がん　80名
11月 30日（水）乳がん　　50名
費　用：1,000 円（75 歳以上は 500
　　　　円）
生活保護世帯のかたは無料です。事
前に生き活き対策課で申請を行って
ください。
申込方法：11 月４日（金）８時 30 分
　　　　から電話か生き活き対策課
　　　　窓口でお申し込みくださ　
　　　　い。
※申し込み開始日で定員に達するこ
ともございます。

平日、午前９時
から午後５時ま
で利用していた
だけます。

ガ

プレイルーム利用日について

健康診査

検　診
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排水管洗浄に関する
　トラブルにご注意を！
電話やチラシ、訪問によって「無料で点検」「格安」
などと勧誘し、低価格な工事を持ちかけた後で高額な工事を勧める
「排水管洗浄」に関する相談が寄せられています。注意しましょう。

チラシなどは大きな文字だけでなく、小さな文字で書かれた注記の内容も丁寧に最後まで
読みましょう。
【例】 大きな文字で、金額や、地域一斉に工事を行うので格安料金で
　　あることが書かれているが、
　★申込受付期間が短く、契約を急がせるような内容になっている
　★提示の料金は、１か所分の金額である
　★排水管の長さに基づいて計算されることがある
　★キャンセル料が発生する
　★官公庁とは関係がない　　　など

町が業者に委託して、一斉に個人の敷地内の排水管の点検・清掃を行うことはありません。
高額な請求につながるケースもありますので、記載内容を十分に確認しましょう。

【主な事例】

◎「排水管を無料で点検する」という電話があったので見てもらったところ、「排水管が詰
まっているので高圧洗浄したほうがいい」と言われ契約した。数日後、洗浄作業に来たと
きに、洗面台やトイレ本体の交換も勧められた。

◎自宅のポストに「高圧洗浄が格安３，０００円」というチラシが入っていたので電話
をした。業者が来訪し、排水管を点検して「１０か所洗浄しなくてはならない」「合計
３万２，４００円」と言われ、チラシに書かれている「格安３，０００円」は１か所のみの
金額だとわかった。断ったらキャンセル料３，２４０円を請求された。

◎チラシを見て排水管の高圧洗浄を依頼した。洗浄作業終了後、「高圧洗浄の影響で、排水
管が外れている可能性があるので、床下を点検する」と床下に入り、「排水管には異常はな
いが、湿気が多すぎる」「このままでは建物が腐ってくる」と、高額な床下の工事を勧めら
れた。

☆本当に洗浄工事が必要な状態か、家族や周りの人に相談するなどして慎重に検討しましょう。
☆必要のない契約は、きっぱりと断りましょう。
☆工事を依頼する場合は、複数の業者から書面で見積もりを取って、金額や工事内容を比較・
検討しましょう。
☆「キャンペーン中」「特別値引き」などのことばに惑わされず、じっくりと内容を確認し
ましょう。

「排水管高圧洗浄キャンペーン」などとうたい、町や自治会が実施する工事と
誤解するようなチラシにご注意を！
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L i b r a r y  c o mm u n i c a t i o n

絹谷幸二自伝
●絹谷幸二著／日本経済新聞出版社

豊かな色彩を駆使した絵を描く著者は奈良市出身
で日本を代表する洋画家です。古都・奈良で過ごし
た子ども時代、東京での学生時代からイタリア留
学、画家としての歩みなどを振り返ります。

ペットショップボーイズ
●竹吉優輔著／光文社
ホームセンター内のペットショップで起きた小さな
不思議を、そこで働くアルバイトの若者たちが解決
しながら、ペットとはどういう存在なのかを考え、悩
みつつ成長していく姿を描いた連作短編集です。

世界の文豪の家
●エクスナレッジ

世代を越えて読み継がれている文学作品はどのよ
うな環境で書かれたのでしょうか。主に欧米の文豪
たちの足跡や創作活動について豊富なカラー写真
とともにわかりやすく解説しています。

11月のお話会ピーターパン 図書館カレンダー

●15日(火)
●12・26日(土)

午前10時30分から
午後２時から

休館日のお知らせ

上牧町ホームページ・図書館ページ
から蔵書検索ができます。

※本、ＡＶ資料は期限内に返却しましょう。

〈 図書館の開館時間 〉 午前９時から午後５時まで ☎78-9903

※毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌日）
　毎月末日（休館日にあたる時はその翌日も休館）
　年末、年始（12/27～１/5）

1
（火）

14
（月）

7
（月）

21
（月）

28
（月）

30
（水）

11月

さかなクンの一魚一会
●さかなクン著／講談社
魚に関する知識の豊富さとユニークな言動で人気
のさかなクン。トラック、妖怪、魚と大好きなものに
夢中になって過ごした子どもが「さかなクン」にな
るまでを楽しく語った本です。（児童書）

アリスのうさぎ
●斉藤洋著／偕成社

図書館には不思議な話が集まってくる？本を紹介す
るための読書相談のはずが、奇妙な体験の相談を
受けることになります。ただ不思議なだけの話なの
か、それとも・・・。四編の奇譚小説集です。（児童書）

めっきり寒くなってきましたよね。

体調、崩していませんか？朝晩が急

に寒くなってきたのに昼間はまだ

少し暑い日もあったり・・・体調管理

が難しい時期ですが、服装等を調

整し、風邪など引かないよう気をつ

けましょう。そして、これからはイン

フルエンザにも注意の時期。手洗

い・うがい・マスクなどで予防をし、

寒さに負けずがんばりましょう!!

　今年もあと２ヶ月、ほんとに１年

は早いですね。年を取るのも早い。

悔いのない２ヶ月にしたいですね。

編集後記

M のつぶやき
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■広報「かんまき」の広告／広報「かんまき」の紙面に町の財源確保の一環
として申し込み順に有料広告を掲載しています。これらについては町が広
告主の利用を特別に推奨したり、その内容を保証するものではありません
ので、ご利用にあたってはご自身の判断でお願いします。掲載ご希望のかた
は、毎月５日までに広告案を持参のうえ、政策調整課へお申し込みください。

法律相談

上牧町主催（偶数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／2・4・6・8・10・12月の第１水曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（予約制・随時予約）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／政策調整課　☎役場内線261番
中南和法律相談センター（奇数月に開催）
●担　当／弁護士
●と　き／1・3・5・7・9・11月の第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●定　員／申込順６名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／各種法律問題全般
●申込・問合先／奈良弁護士会　☎0742-22-2035

人権相談
●担　当／人権擁護委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／人権問題全般
●問合先／福祉課　☎役場内線145番

行政相談
●担　当／行政相談委員
●と　き／毎月第２金曜日 午後１時～４時
●ところ／2000年会館
●内　容／役所の仕事について全般
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番

納税相談
●担　当／徴税吏員
●と　き／毎月第２水曜日 午後1時～3時30分
●ところ／役場１階　徴収課
●定　員／申込順５名（相談日１週間前より予約受付）
●内　容／町税と介護保険料、後期医療保険料について
●申込・問合先／徴収課　☎役場内線125番

生活自立相談
●担　当／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター
●と　き／毎月第２木曜日 午後１時30分～４時30分
●ところ／役場１階相談室
●内　容／生活に困っている、仕事が見つからない、
 経済的にお困りのかたへの相談・支援
●問合先／奈良県中和･吉野生活自立サポートセンター☎0120-85-1225

消費生活相談
●担　当／消費生活相談員
●と　き／毎週火曜日 午後１時～５時
 毎週木曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／上牧町役場１階相談室
●と　き／毎週月曜日 午後１時～５時
 毎週水曜日 午前９時～午後１時
 （上記共、祝日は除く）
●ところ／河合町役場２階相談室
 （河合町での相談もできます）
●内　容／消費生活問題全般・多重債務問題
●問合先／政策調整課　☎役場内線261番
土・日・祝日に利用できる消費生活相談窓口
消費者ホットライン　
相談受付時間　午前10時～午後4時　188(局番なし）
公益社団法人　全国消費生活相談員協会　
東京　土・日　午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎03-5614-0189
大阪　日曜日 午前10時～12時　午後1時～4時
　　　　　　 ☎06-6203-7650
公益社団法人　日本消費生活アドバイザー・コンサルタント・相談員協会
東京  　日曜日　午前11時～午後4時☎03-6450-6631
関西分室  土曜日　午前10時～午後4時☎06-4790-8110

教育相談
●担　当／学校指導主事
●と　き／毎週火曜日 午後１時30分～４時
●相　談／電話による相談 役場内線119番
●内　容／教育問題全般
●問合先／教育総務課　 ☎役場内線119番

スクールカウンセラー教育相談
●担　当／スクールカウンセラー
●内　容／教育問題全般
●ところ／①上牧中学校
●と　き／11月8日（火）・22日（火）・29日（火）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧中学校　☎76-5479

●ところ／②上牧第二中学校
●と　き／11月14日（月）・28日（月）
 午前11時～午後５時
●申込先／上牧第二中学校　☎72-3700
●問合先／教育総務課　☎役場内線134番
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各種相談のご案内

町の木

世帯数
男　性
女　性

9,859
10,874
12,042

（－ 3）
（+ 1）
（± 0）

合　計 22,916（+ 1）

まき 町の花 ゆり

町の動き
平成28年9月末日現在

地域密着型で効率的な広告

月1回、町内全戸配布の広告で商売繁盛

広報 かんまき
上牧町役場政策調整課　　0745-76-1001

●掲載料…1枠 1万円／2枠 2万円
※この見本の大きさは１枠です 高さ59mm×幅85mm

お店の広告は広報紙で

見本

上牧町は非核・平和都市宣言の町です

※（　）は前月比

◆上牧町ホームページ　http://www.town.kanmaki.nara.jp/
◆Eメール　kanmaki＠plum.ocn.ne.jp
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